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いわき湯本高等学校の校章、制服、校歌について 
 

【校章】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【制服】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈制作過程〉 

湯本高校の生徒と遠野高校の生徒にデザインを募集し、両校の生徒、教員が投票を行い、校章制作委員会〔湯本

高校の教員（美術教員を含む）と遠野高校の教員の合同〕において投票結果を参考に５案に絞り込んだ。その後、

校章制作委員会で、複数のデザインを融合させながらコンセプトに合致するような最終デザインを決定した。 

 

〈コンセプト〉 

（１）湯本高校校章の特徴である六角形と遠野高校校章の特徴である三角形を合わせることでそれぞれ 70年を 

超える歴史をもつ湯本高校と遠野高校が融合したことと、その学び舎で学んだ人々の思いを受け継いでいく 

ことを表している。 

（２）周囲の三角形の青緑色は、いわきの海やいわき湯本温泉の源泉の色をイメージしている。 

中央にはＹＵＭＯＴＯの「Ｙ」があり、その形は「羽」と「芽吹き」をイメージしている。「羽」は成長 

した若鳥が巣を飛び出し自立するように、本校で学んだ生徒が社会に向けて力強く飛び立つ様子を表して 

いる。「芽吹き」は明るい太陽に照らされて成長する若葉のように、生徒たちが目標に向けて日々、成長して 

いく様子を表している。 
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＜制服のコンセプト＞  

「伝統をつなぐ」 

湯本高校の伝統を継承した三つボタンとすることで、洗練された品格を加えた。落ち着きの中にも生き生

きとした高校生らしさをちりばめたスタイルとした。 

色は濃紺を基調とし、現在の湯本高校制服を受け継いだ。ネクタイと女子のスカートには、現在の遠野高

校で使用しているえんじ色を使用した。 

  なお、女子スラックスも用意した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校歌】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作詞者＞ 

校歌制作委員会 

（湯本高校と遠野高校の教員による合同制作委員） 
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＜作曲者＞ 

小山田浩氏（福島県立湯本高等学校教諭） 

 国立音楽大学音楽学部卒業 

 平成２１年本県県立高等学校教諭に採用 

 福島県立いわき翠の杜高等学校の校歌の作曲にも 

携わった。 
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＜校歌のコンセプト＞ 

（１）湯本高校、遠野高校がそれぞれ歩んできた７０年を超える歴史の礎の上で両校が融合し、新たに築かれる 

学校の証となる。 

（２）湯本高校と遠野高校の伝統やその学び舎で学んだ人々の思いをこれからも受け継いでいく。 

（３）湯本高校と遠野高校の学校目標・教育目標や校訓等を踏まえる。 

（４）夢や希望を持ち、魅力あふれる高校生活を送ることができるよう、生徒が新たな未来へ歩みだす自分自身 

へのエールとなる。 

 

＜詞の内容＞ 

  湯本高校と遠野高校の生徒から校歌に入れてほしいキーワードを募集し、校歌制作委員会でとりまとめ、歌

詞を作成した。１番は「いまをたしかに生きる」、２番は「希望は明日へと続く」、３番は「輝く未来をともに

創る」というテーマを設定し、生徒が未来を思い描き、力強く前へ進んでいけるよう希望溢れる歌詞になって

いる。 

 

＜曲の内容＞ 

新しい学校に生まれ変わり活気溢れるであろう「いわき湯本高校生たち」をイメージし作曲した。生徒たち

に対し、歌詞にある「友との絆」そして友情を大切にし、それぞれの未来を力強く逞しく切り拓いていって欲

しい、という願いを込めた。勇気が湧き、元気が出るような、そして誇り高い曲調を目指した。やりたいこと

を成し遂げ、活躍した生徒らが誇らしげに歌い上げる様子を想像している。 


